
会計年度任用職員報酬 91,519円　消耗品費 253,968円　燃料費 28,596円 食糧費 34,800円　印刷製
本費 425,884円　通信運搬費 832,368円　健康診断委託費 12,921,214円

備　 考

項 1 保健衛生費 目 3 健康増進費

特定財源の名称・金額 健康増進事業補助金 425,000円　保健事業検診手数料納付金 1,148,700円　健診用Tシャツ売払 600円

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 1 一般会計 款 4 衛生費

  うち繰越分↓
24,040,000

  うち繰越分↓
 一般財源(e) 12,737,557

  うち繰越分↓
13,014,049

  うち繰越分↓
1,672,000

  うち繰越分↓
うち受益者負担 1,048,400

  うち繰越分↓
1,149,300

  うち繰越分↓
1,672,000

  うち繰越分↓
 その他(d) 1,048,400

  うち繰越分↓
1,149,300

  うち繰越分↓

425,000
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

501,000
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓

財
源
内
訳

 国庫支出金(a) 2,264,000
  うち繰越分↓

 県支出金(b) 424,000
  うち繰越分↓

 地方債(c)
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

26,213,000
  うち繰越分↓

0 0 0

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 16,473,957
  うち繰越分↓

14,588,349

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

・健康教育
・健康相談
・訪問指導
・歯周疾患検診
・肝炎ウイルス検診
・未保険者に対する健康診査（入院・入所者は除く）
・未保険者に対する保健指導（入院・入所者は除く）
・がん検診
・若年者への健康診査
・骨髄等の提供のための助成

事務事業の成果
結果・実績はどうか

･健康教育：延1,015人（9回）、健康相談：延175人（18回）、訪問指導：延9人
・歯周疾患検診：78人
・肝炎ウイルス検診：103人
・未保険者に対する健康診査（入院・入所者は除く）：2人
・集団検診（広域医療機関分は除く）：肺がん（1,135人）、胃がん（40歳以上631人50歳以上571人）、大腸
がん（1,157人）、前立腺がん（475人）、子宮頸がん（193人 無料クーポン券事業対象者なし）、乳がん（247
人 無料クーポン券事業対象者12人除く）、30代の健康診査（59人）、30代のピロリ菌検査（54人）
・ドナー助成0人、事業所助成0ヶ所

特記事項

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

【主に40歳以上】健康教育・健康相談・訪問指導・未保険者に対する
健康診査保健指導・肝炎ウイルス検診・がん検診（肺.胃.大腸.前立
腺.乳）【40.50.60.70歳】歯周疾患検診【20歳以上】がん検診（子宮頸）
【30代】健康診査、ピロリ菌検査【ドナーやドナーが勤務する事業所】

対 象 者 延べ約5,000人

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

　心身機能低下の防止と健康の促進増進、生活習慣病等の予防・重症化を減少させ、健康寿命の栄進を
めざす。骨髄等の移植におけるドナーやドナーが勤務する事業所の負担を軽減し、骨髄等の移植の推進
を図る。

事業継続年数 事業開始年度 H15・H20・R3

分野別施策 １　健康づくり・医療体制の充実 所 属 長 戸澤 幸代

主な施策 ２　各世代の各種健診・指導等の充実 電話番号 82-6323

第２次
総合計画体系

政策目標 １　健やかに暮らせるまち 担当部署 健康づくり課

根拠法令等 （１）健康増進法　（２）がん対策基本法　（３）移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の推進に関する法律

事業実施方法区分

東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 健康増進事業 整理番号 1307-006

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


